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再生紙を使用しています。
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◆一般質問（要旨）……２～４面
◆令和４年度決算審査………５面
◆議案の審議結果……………６面
◆可決等された案件…………６面
◆委員会の審査…………７～８面
◆特別委員会活動……………８面
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令和 4 年度　一般会計決算の款別内訳 （）内の数字は合計に占める割合

令和 4年度 令和 3年度歳　入 歳　出

市債
法人事業税交付金
分担金及び負担金
地方譲与税
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方特例交付金
環境性能割交付金
財産収入
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
寄附金
自動車取得税交付金

国有提供施設等
所在市町村助成
交付金等

農林水産業費

歳入合計　301 億 3,227 万 4,679 円 歳出合計　284 億 1,474 万 9,024 円

市　　　税

国庫支出金

都 支 出 金

地方交付税

基地交付金

繰　越　金

地方消費税交付金

繰　入　金

諸　収　入

使用料及び手数料

そ　の　他

民　生　費

教　育　費

衛　生　費

総　務　費

諸 支 出 金

土　木　費

消　防　費

公　債　費

商　工　費

議　会　費

そ　の　他

81億7,080万6,495円（27.1％）

75億5,499万9,030円（25.1％）

39億3,419万9,906円（13.1％）

32億3,493万8,000円（10.7％）

17億5,277万8,000円（5.8％）

15億0,919万1,738円（5.0％）

13億3,544万7,000円（4.4％）

10億4,783万4,181円（3.5％）

3億7,086万1,823円（1.2％）

7億7,741万769円（2.6％）

4億4,380万7,737円（1.5％）

135億595万4,975円（47.5％）

32億164万3,925円（11.3％）

35億2,258万5,718円（12.4％）

14億6,462万247円（5.2％）

18億7,314万7,203円（6.6％）

9億5,050万4,474円（3.3％）

24億4,349万7,778円（8.6％）

2億6,252万3,001円（0.9％）

4億1,366万5,275円（1.5％）

7億2,398万1,470円（2.5％）

5,262万4,958円（0.2％）

〜〜

▲西多摩地区消防大会で優勝した福生市消防団第五分団のみなさん
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令和４年度各会計決算を認定令和４年度各会計決算を認定
第２子保育料無償化・帯状疱疹ワクチン予防接種費用助成等第２子保育料無償化・帯状疱疹ワクチン予防接種費用助成等
に伴う一般会計補正予算等を可決に伴う一般会計補正予算等を可決

令和５年第３回定例会
９月５日～９月29日
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横田飛行場内における泡消火薬剤の漏出について

包括施設管理委託について

熱中症対策への取組及び今後の予防について

凸版印刷株式会社との包括連携協定について

熊川駅のバリアフリー化について

▲令和５年７月に北関東防衛局から提供された情報の一部

▲旧ヤマジュウ田村家住宅

▲凸版印刷株式会社との包括連携協定締結式

▲現在の熊川駅

　質問　本年７月、北関東防衛局か
ら「横田飛行場で2010年から2012年
に３件の泡消火薬剤の漏出があった
が、場外へ漏出したとは認識してい
ないと米側より説明を受けている」
との情報提供があった。現在、ＰＦ
ＡＳ（有機フッ素化合物）の健康へ
の影響等に関心が高まる中、速やか

　質問　本委託について、平成30年
第２回定例会の際は、当面の間情報
収集したいとの回答だったが、現在
の本市の包括施設管理の状況を伺う。
　市長　令和４年12月にサウンディ
ング調査を実施。事業規模を小・中
学校10校の保守点検や清掃業務等と
想定し、委託規模や業務範囲の考え

　質問　市民の健康や命を守る本市
の熱中症対策のこれまでの取り組み
と、今後の熱中症予防について伺う。
　市長　対策では、熱中症警戒アラ
ート発表時の防災無線とふっさ情報
メールによる注意喚起や、包括連携
協定を締結する大塚製薬株式会社よ
り福生市オリジナル熱中症予防啓発

　質問　令和５年８月１日付で包括
連携協定が締結されたが、この経緯
や具体的な内容等について伺う。
　市長　令和４年３月の福生市ＤＸ
推進プランの策定後、ＢＰＲ（業務
内容やプロセスの再構築）において
提案があり、包括連携協定として持
続可能な行政運営、スマートシティ

　質問　駅前道路からホームへのバ
リアフリー化がいまだ実現していな
いが、進捗状況を伺う。
　市長　福生市都市計画マスタープ
ラン（第２期）及び第４期福生市バ
リアフリー推進計画でバリアフリー
化推進を掲げ、検討を重ねている。
必要な駅前用地について、本年度に

に情報提供されなかったことは極め
て遺憾。市の受け止めと対応を伺う。
　市長　速やかに基地周辺自治体に
対し情報提供がされなかったことは
極めて遺憾である。横田基地に起因
する事件、事故等の情報は国が責任
を持って十分な説明と迅速かつ正確
な情報提供を行い、安全対策の徹底

方について意見を求めた。導入につ
いては、費用対効果などを踏まえ、
引き続き検討を進めたい。
熱中症対策について
　質問　学童クラブ、ふっさっ子の
広場における熱中症対策と救急処置
について伺う。
　市長　各事業者に対して東京都教

ポスターの提供を受けるなど、幅広
く周知や注意喚起を実施。予防では、
令和６年春頃施行予定の改正気候変
動適応法の動向を注視している。
国登録有形文化財「旧ヤマジュウ田
村家住宅」の活用について
　質問　これまでの活用状況と、今
後の活用について伺う。

の推進、行政サービス広域化の３点
のほか、広く地域の活性化と市民サ
ービスの向上に取り組むこととした。
スクールソーシャルワーカー事業に
ついて
　質問　増員の経緯や背景、取り組
み、成果と今後の課題等を伺う。
　教育長　課題を抱える児童・生徒

入り土地の一部を有償譲渡の方向で
一定の了解が得られ、今後、正式に
取得した段階で整備の検討に入る予
定で、関係機関と協議を進めたい。
保育士不足解消に向けての市の取組
について
　質問　全国的に保育士は不足して
おり、待機児童の発生要因になりか

や周辺住民の生活環境へ配慮等すべ
きである。今後、漏出等が判明した
場合は、速やかな情報提供のほか、
国の責任において漏出に係る地下水
への影響について調査・分析・評価
を行い、しっかりと説明することな
ど、引き続き都や周辺自治体とも連
携し、国や米軍に対し求めていく。

育委員会が策定した熱中症対策ガイ
ドラインの活用を依頼しているほか、
熱中症警戒アラート発表時の対応に
ついて情報共有を行い、ガイドライ
ンに示されている救急処置等、各現
場において支援員や指導員同士での
情報共有を密にして適切な指導と管
理を遵守・徹底したい。

　教育長　令和４年度は従来の東土
蔵ギャラリーに加え、新たに母屋を
用いた季節展示を実施。本年度はス
タンプラリーなどのイベント会場と
して提供している。今後はこれまで
の取り組みのほか、新たにボランテ
ィアの方々による解説会の定期実施
に向けて調整している。

への支援強化のため、東京都教育委
員会のスクールソーシャルワーカー
新規事業に申請し、採択された。ス
クールソーシャルワーカーが各小・
中学校へ巡回することで対応件数が
増加し、適切な支援へつながった。
課題は人材の確保で、積極的な情報
発信に努めていきたい。

ねない。本市の取り組みを伺う。
　市長　市広報やユーチューブチャ
ンネル、リーフレット等でのＰＲの
ほか、障害のあるお子さんに保育士
を加配する経費の拡充や、市内に勤
務する保育士へ住宅をあっせんする
都内で初となる施策も開始するなど、
取り組みを積極的に推進している。

今定例会では、16名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。要旨は１～２問とし掲載しました。
会議録は11月中旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。
また、福生市ホームページにも掲載しますので、ぜひご覧ください。
なお、一般質問通告一覧は、福生市議会ホームページに掲載しています。
※録画映像を議員名左横のＱＲコードよりご覧いただけます。

一 般 質 問（ 要 旨 ）「市政のここを問う」

▲福生市議会HP
（通告一覧へリンクします）

正和会
佐藤 弘治 議員

公明党
原田 剛 議員

正和会
小林 貢 議員

正和会
山崎 貴裕 議員

正和会
森田 哲哉 議員
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「こどもまんなかふっさ」のまちづくりの充実について

障がい者支援について

子どもを性犯罪・性暴力から守る取組について

夏休みなどの長期休業中における学童クラブの昼食について

公共施設のＬＥＤ化について

▲ヘルプマークとヘルプカード

▲いのちの安全教育の教材（文部科学省HPトップページ）

▲ＬＥＤ化した福生第一小学校の校庭照明

　質問　保育士及び教職員の働き方
改革がどのように取り組まれている
か、本市の所見を伺う。
　市長　保育士等の働き方改革にお
ける抜本的な解決策は、保育士の配
置基準の見直しなど、現場の保育士
を増やすことと考えている。今後、
国による配置基準の見直し等が予定

　質問　障害福祉サービスの利用に
必要な利用計画を作成する相談支援
専門員が不足していると聞く。本市
の現在の状況について伺う。
　市長　障害福祉サービスの利用者
数が増加する中、相談支援専門員が
不足している状況は把握している。
本市では、国の動向を見守るととも

　質問　性被害を防ぐための保育所
等での取り組みについて伺う。
　市長　昨今、いわゆる不適切保育
が問題となっており、国はこの状況
を是正するため、ガイドラインを策
定するなどの対策に乗り出している。
本市では、これらの指針等を保育所
等と共有し、適切に対応するととも

　質問　令和３年度第４回定例会に
おいて、学童クラブ間で長期休業中
の昼食の仕出し弁当に格差が生じて
いることについて質問したが、現状
を伺う。
　市長　学童クラブにおける昼食対
応については、基本的には保護者が
作る弁当を持参することがルールと

　質問　庁舎等公共施設のＬＥＤ化
の現状と今後について伺う。
　市長　現状は平成26年度以降に新
改築された防災食育センター、もく
せい会館及び扶桑会館に全館ＬＥＤ
照明を採用。大規模改修したわかぎ
り図書館、わかたけ図書館、福祉セ
ンター及び現在施工中の中央図書館

されているが、必要に応じてさらな
る配置基準の拡充に関する財政的支
援を東京都に申し入れるなど、しっ
かりと現場の声に耳を傾けながら積
極的に力強い支援を行っていく。
　教育長　教職員の働き方改革につ
いて、教員が誇りとやりがいを持っ
て職務に従事できる環境を整備する

に、市内外の事業所に対し相談支援
専門員の確保について要請を行って
いくほか、障害のある方や御家族等
が作成するセルフプランの効果的な
運用についても検討していきたい。
ヘルプマークやヘルプカードについ
て
　質問　援助や配慮を必要としてい

に情報収集に努め、助言や情報共有
等を行っていきたいと考えている。
生命（いのち）の安全教育について
　質問　児童・生徒が性暴力の加害
者、被害者、傍観者にならないよう、
「生命の安全教育」を実施している
が、これまでの取り組み状況につい
て伺う。

なっているが、保護者の都合や負担
の大きさから、希望者に弁当を提供
するサービスが求められている。令
和３年第４回定例会の時点では、恒
常的に弁当を提供している学童クラ
ブは３クラブだったが、現在は12あ
る全てのクラブにおいて、学童クラ
ブが選定した外部業者に弁当を配送

も全館ＬＥＤ化した。その他の公共
施設は、既存蛍光灯に不具合が生じ
た際に随時ＬＥＤ照明に更新してい
る。今後も公共施設の新築時や大規
模改修の際には、積極的にＬＥＤ化
を実施していく。
　質問　道路やスポーツ施設等、屋
外照明のＬＥＤ化について伺う。

ことが重要と考え、校務支援システ
ムの導入やスクールサポートスタッ
フの全校配置等、様々な取り組みの
ほか、本市の教員を東京都教育委員
会職員表彰に積極的に推薦するなど
している。今後とも「こどもまんな
かふっさ」を実現するため、学校に
おける働き方改革を推進していく。

る障害等のある方々が援助を受けや
すくするヘルプマークやヘルプカー
ドの本市の配布状況について伺う。
　市長　ヘルプマークは、窓口での
ポスターによる周知のほか、来庁者
への配布場所の案内を行っている。
ヘルプカードは、希望者に対し年間
で約40件配布している。

　教育長　「生命の安全教育」につ
いては、令和５年度から全小・中学
校が教育課程に取組方針を明記し、
文部科学省などが作成した指導資料
や教材等を活用して確実に実施して
いる。今後とも、各学校が実態に即
し確実に実施するよう指導していく。

してもらう形で昼食を提供できる体
制を取っており、先に発表された全
国調査の割合と比較しても、高い水
準でサービス利用の選択肢が用意さ
れていると考えている。今後も民間
事業者などの多様なサービスを活用
するなどして、学童クラブ運営の充
実を図っていきたい。

　市長　道路照明灯は平成25年度か
ら26年度に3659灯を、屋外体育施設
は平成28年度に武蔵野台テニスコー
トの夜間照明灯全24灯をＬＥＤ化
した。福生第一小学校の校庭照明は
本年度に実施しているところで、残
りの小・中学校９校と屋外体育施設
等も今後計画的に実施したい。

未利用地について

▲上空から見た片倉跡地

　質問　本市における未利用地の活
用方針等について伺う。
　市長　本市では令和５年３月に公
有財産活用方針を策定し、迅速な活
用、財産処分上の制約及び公共施設
マネジメントとの関連に考慮するこ
と、公民連携並びに使用許可と貸し
付けの違いに留意しながら最適な活

用方法を選択することなどを定めて
いる。その中で利活用を図るモデル
になりそうな複数の案件の選定を行
い、具体的な利活用につなげていく
予定である。
片倉跡地について
　質問　片倉跡地の利活用について
本市の所見を伺う。

　市長　片倉跡地は東京都所有の土
地だが、立地や広大な面積という点
で本市にとって大変貴重な未利用地
であり、その利活用については長年
の悲願でもある。本市の意向を踏ま
えた有効な利活用を検討いただける
よう、東京都に対して今後も適切に
要望していく。

公明党
堀 雄一朗 議員

正和会
石川 義郎 議員

正和会
幡垣 正生 議員

生活者ネットワーク
三原 智子 議員

立憲民主党
市川 佳樹 議員

正和会
仲間 正司 議員
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パソコンのほか、スマートフォン、パソコンのほか、スマートフォン、
タブレット端末でも、市議会のイタブレット端末でも、市議会のイ
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給食の意義と無償化について

乳幼児期の切れ目ない支援について

インボイス制度の市内事業者への対応について

横田飛行場内における泡消火薬剤の漏出について

多子世帯への支援について

▲市内小学校における高台避難訓練の様子

▲インボイス制度周知のリーフレット

▲道路ストック点検の様子

　質問　こども家庭センター設置予
定について、市の所見を伺う。
　市長　現在、国の法改正の趣旨を
踏まえ、こども家庭センター設置に
向けて検討を始めている。今後、国
から示される情報を基に市における
状況等に鑑み適切に対応していく。
学校における防災教育について

　質問　学校給食の意義と無償化に
ついて、市の見解を伺う。
　教育長　学校給食は、教育の一環
として児童・生徒の心身の健全な育
成に資するものであり、児童・生徒
の食に関する正しい理解と適切な判
断力を養う上で重要な役割を果たし、
食育の一環としても重要な意義を持

　質問　小規模事業主に負担がかか
るインボイス制度は中止すべきと考
えるが、10月からの制度導入に当た
り、市は市内事業者にどのような対
応を行ってきたか伺う。
　市長　インボイス制度の市内事業
者への対応について、消費税は国税
であるため、国税庁により全国の国

　質問　横田飛行場内での泡消火薬
剤の漏出について、情報提供される
までの市の取り組みについて伺う。
　市長　今回、７月４日に情報提供
を受け、７月５日に横田基地に関す
る東京都と周辺市町連絡協議会が、
国の責任で基地内のＰＦＡＳ漏出に
係る地下水への影響評価等を行うこ

　質問　本市の多子世帯への支援の
取り組みは。また、塾や習い事等に
使用できる教育バウチャーと呼ばれ
るクーポンを支給してはどうかと考
えるが、見解を伺う。
　市長　多子世帯への支援は、これ
までも国や都を中心に展開されてき
た。令和５年10月からは都独自の支

　質問　防災教育について、市内の
小・中学校でどのような取り組みが
されているか伺う。
　教育長　本市教育委員会は、各学
校に対して、教育課程に防災教育を
位置づけ、年間指導計画に基づき、
実践的な防災学習を展開するよう指
導している。各学校では、年間11回

っている。さらに、給食の時間は、
学校生活を豊かにし、明るい社交性
及び協同の精神を養うコミュニケー
ション能力の育成や仲間意識の醸成
にもつながると考えている。引き続
き、安全で安心な学校給食を子ども
たちに提供することにより、児童・
生徒の心身の健全な発達と食育の推

税局・税務署においてインボイス制
度に関する説明会等が開催されてい
る。市にもインボイス制度の周知に
関する協力要請があり、リーフレッ
トの配布や、青梅税務署主催の説明
会のお知らせを市ホームページの事
業者向け情報に掲載した。そのペー
ジには、国税庁のインボイス制度特

とを要請したことに対し、７月21日
に北関東防衛局から、環境省の専門
家会議での検討等を踏まえ、関係省
庁で連携して対応するとの情報提供
があった。国の責任において調査・
分析・評価を行い、しっかりと説明
していただくこと等を求めていく。
市道の維持管理等の考え方について

援として第２子の保育料も無償化さ
れる。また、国の「次元の異なる少
子化対策」により、児童手当を見直
し、第３子以降が３万円に拡充され
る予定である。バウチャー制度は、
利用者が希望する施設やサービスを
自由に選択でき、使途が教育や保育
に限定されることで、子どもに直接

以上実施する避難訓練において、休
み時間や放課後の校庭など様々な場
面や時間帯を想定し、学校の状況に
応じて工夫して実施している。今後
も、児童・生徒がまず自分の命を守
り、次に身近な人を助け、さらに地
域の安全に貢献できる人材の育成を
目指して防災教育を推進していく。

進を図っていく。学校給食費の無償
化については、自治体独自で行うべ
きものではなく、法律改正などが行
われた上で対応すべきものと考え、
現時点では実施する予定はない。な
お、経済的な支援を必要とする家庭
については、就学援助制度等による
公費負担を行っている。

設サイトへのリンク先を載せ、そち
らからオンライン説明会の開催状況
や申請手続き、問い合わせが多い質
問内容などが確認できる。また、福
生市商工会においても、インボイス
制度に関するセミナーの開催や、専
門家等による個別相談を随時実施し
ている。

　質問　市道の維持管理等の考え方
について伺う。
　市長　道路ストック点検を実施し、
緊急度合いに応じて補修工事に取り
組み、適切な道路の維持管理に努め
ている。安全で円滑な道路交通の確
保を図るため、破損を早期に発見し、
迅速に補修を行うことが必要である。

届く支援として高い効果が期待でき
る。多子世帯に特化したバウチャー
は、主に貧困対策を目的としている
他自治体の事業とは異なり、低所得
世帯以外の家庭への支援や少子化対
策としての効果も期待できるものと
考えられ、今後の子ども政策の展開
における選択肢の一つとしたい。

公明党
川﨑 善友 議員

日本維新の会
西尾 壽々斗 議員

日本共産党
伊藤 広美 議員

日本共産党
市毛 雅大 議員

公明党
青木 健 議員

「声の市議会だより」をお届けしています「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「福生いとでんわ」により、市議会だよりの音訳をデイジ
ー方式のＣＤにして、視覚障害者(１・２級)の方にお届けしています。ご家族
やお知り合いで、希望される方がいらっしゃいましたら、ご連絡ください。

　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生活用具として
給付を受けられます。

議会事務局　☎042-551-1523

多摩ケーブルネットワークでも本会議の生中継を放映します。ぜひご覧ください。
ケーブルテレビによる議会中継ケーブルテレビによる議会中継
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令
和
４
年
度
決
算
の
概
要

一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら

地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く
財
務
諸
表
な
ど
を
活
用
し
た
一
般

会
計
決
算
を
４
日
間
集
中
審
査

　
一
般
会
計
決
算
は
、
17
名
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
決
算
は
市
民
厚
生
委
員
会
、
企
業
会
計
方

式
と
な
っ
た
下
水
道
事
業
会
計
決
算
は
建
設
環
境
委
員
会
で
審

査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
様
々
な

場
面
で
活
用
し
て
お
り
、
Ｄ

Ｘ
推
進
に
お
け
る
効
果
が
あ

っ
た
と
考
え
る
。

　
シ
ス
テ
ム
改
良
の
内
容

を
伺
う
。

　
こ
れ
ま
で
浸
水
想
定
区

域
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

の
危
険
箇
所
を
表
示
す
る
機

能
は
あ
っ
た
が
、
当
該
範
囲

内
に
お
け
る
避
難
行
動
要
支

援
者
を
自
動
抽
出
す
る
機
能

が
な
か
っ
た
た
め
、
令
和
元

年
の
台
風
第
19
号
の
際
に
、

浸
水
想
定
区
域
内
の
対
象
者

を
絞
り
込
む
作
業
に
時
間
を

要
し
た
こ
と
か
ら
、
シ
ス
テ

ム
ベ
ン
ダ
ー
と
協
議
を
行
い
、

自
動
抽
出
の
機
能
を
追
加
し

た
。

　
決
算
額
が
40
万
円
増
額

し
た
理
由
と
導
入
後
の
効
果

を
伺
う
。

　

増
額
の
理
由
は
、
精
度

の
高
い
地
番
図
を
整
備
す
る

た
め
に
、
当
該
地
番
と
周
辺

地
番
の
形
状
修
正
業
務
を
追

加
し
た
た
め
。
導
入
後
の
効

果
は
、
画
地
計
測
に
当
該
シ

ス
テ
ム
を
使
用
す
る
こ
と
で

作
業
時
間
を
短
縮
し
、
業
務

が
効
率
化
し
た
こ
と
、
加
え

て
都
市
計
画
図
や
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
、
他
部
署
が
保

　
決
算
の
特
徴
を
伺
う
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
、

市
税
の
増
等
に
よ
り
前
年
度

比
１
・
１
％
増
、
歳
出
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
に
係
る
歳
入
歳

出
の
減
は
あ
っ
た
が
、
物
価

高
騰
対
策
の
電
力
・
ガ
ス
・

食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支

援
給
付
金
給
付
事
業
の
皆
増

等
で
０
・
４
％
増
。
財
務
諸

表
の
貸
借
対
照
表
で
は
、
地

方
債
の
減
等
で
負
債
の
減
少

は
進
ん
で
い
る
が
、
今
後
も

国
庫
補
助
金
な
ど
特
定
財
源

を
活
用
し
た
財
政
運
営
や
施

設
の
老
朽
化
対
策
に
、
よ
り

一
層
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
一
元
化
に
よ
る
削
減
努

力
と
効
果
を
伺
う
。

　

各
施
設
管
理
者
に
お
い

て
年
２
回
の
定
期
点
検
を
実

有
す
る
図
面
と
レ
イ
ヤ
ー
を

重
ね
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

よ
り
正
確
な
補
正
率
の
計
算

や
検
証
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
予
算
額
５
６
８
２
万
４

千
円
に
対
し
て
決
算
額
が
６

１
９
７
万
８
５
０
１
円
に
増

額
と
な
っ
た
理
由
を
伺
う
。

　

福
生
市
商
工
会
に
よ
る

と
、
利
用
で
き
る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
手
段
を
Ｐ
ａ
ｙ

Ｐ
ａ
ｙ
、
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
、
ｄ

払
い
の
３
種
類
に
増
や
し
た

こ
と
、
ま
た
、
２
年
連
続
の

実
施
で
利
用
者
の
認
知
が
拡

大
し
た
こ
と
が
大
き
な
理
由

と
捉
え
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
令
和
４
年
度
の
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
令
和
４
年
度
は
、
保
健

師
４
名
、
心
理
職
４
名
の
計

８
名
の
体
制
で
関
係
機
関
と

の
連
携
支
援
の
充
実
に
取
り

組
ん
だ
。
従
前
か
ら
支
援
が

必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
係

及
び
教
育
相
談
室
と
の
定
期

的
な
情
報
交
換
を
行
っ
て
き

た
が
、
令
和
４
年
11
月
か
ら

は
加
え
て
障
害
福
祉
課
と
の

間
で
も
定
期
的
な
情
報
交
換

を
開
始
し
、
障
害
を
抱
え
る

方
へ
の
対
応
強
化
を
図
っ
て

い
る
。

　
福
生
第
三
小
学
校
、
第

六
小
学
校
、
第
七
小
学
校
で

の
一
体
型
事
業
本
格
実
施
後

の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　

同
一
敷
地
内
で
両
事
業

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
当
初

の
目
的
で
あ
っ
た
同
じ
地
域

に
暮
ら
す
児
童
が
一
緒
に
時

間
や
体
験
を
共
有
し
、
健
全

な
育
成
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

日
々
の
育
成
の
中
で
、
ふ
っ

さ
っ
子
の
広
場
の
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
学
童
ク
ラ
ブ
の
児

童
も
参
加
し
、
充
実
し
た
放

課
後
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
比
で
空
き

家
住
宅
除
却
助
成
金
交
付
件

数
が
減
少
し
た
理
由
を
伺
う
。

　

令
和
４
年
度
に
お
い
て

も
事
前
相
談
、
ま
た
は
申
請

が
16
件
ほ
ど
あ
っ
た
が
、
そ

の
う
ち
３
件
は
い
ず
れ
も
所

有
者
の
都
合
等
に
よ
り
申
請

ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
、
も

し
く
は
申
請
が
取
り
下
げ
ら

れ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
13

件
の
助
成
金
交
付
と
な
っ
た
。

空
き
家
の
除
却
に
つ
い
て
は
、

所
有
者
の
意
向
等
に
よ
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
各
年
度
に

お
け
る
助
成
件
数
に
お
い
て

も
変
動
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　
事
業
目
標
の
Ａ
１
上
位

50
％
合
格
に
向
け
た
令
和
４

年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

　

全
小
・
中
学
校
の
英
語

教
育
担
当
者
で
組
織
す
る
福

生
市
英
語
教
育
推
進
委
員
会

等
の
場
で
、
実
践
の
共
有
や

よ
り
よ
い
授
業
を
目
指
し
た

協
議
を
行
う
な
ど
し
て
、
授

業
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

改
善
点
と
し
て
、
読
む
こ
と
、

聞
く
こ
と
、
書
く
こ
と
、
話

す
こ
と
の
う
ち
、
話
す
こ
と

が
他
の
内
容
と
比
べ
ス
コ
ア

が
低
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
点
を
踏
ま
え
た
授
業
改

善
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

中
央
図
書
館
及
び
分

館
３
館
へ
設
置
し
た
効
果
を

伺
う
。

　
自
動
貸
出
機
に
よ
り
貸

し
出
し
手
続
き
時
間
が
短
縮

さ
れ
、
利
用
者
の
利
便
性
向

上
が
図
ら
れ
た
ほ
か
、
感
染

症
対
策
と
し
て
窓
口
で
の
接

触
機
会
が
低
減
さ
れ
た
。
一

方
で
、
ご
高
齢
の
方
は
機
械

操
作
が
苦
手
で
、
引
き
続
き

窓
口
で
貸
し
出
し
を
受
け
る

方
も
多
い
た
め
、
職
員
が
同

席
し
て
使
用
方
法
を
丁
寧
に

説
明
す
る
な
ど
、
活
用
を
推

進
し
た
い
。

施
し
、
屋
上
の
雨
水
排
水
の

清
掃
を
行
う
な
ど
、
不
具
合

を
未
然
に
防
い
で
い
る
。
ま

た
、
不
具
合
の
発
生
時
も
緊

急
性
を
要
し
な
い
も
の
は
ま

と
め
て
発
注
す
る
な
ど
、
経

費
の
削
減
を
図
っ
て
い
る
。

従
前
、
各
施
設
管
理
者
が
個

別
に
発
注
し
て
い
た
修
繕
や

法
定
点
検
を
一
括
発
注
し
て

契
約
件
数
を
削
減
す
る
こ
と

で
、
職
員
人
件
費
や
諸
経
費

の
削
減
等
の
効
果
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
導
入
の
内
容
と
効
果
に

つ
い
て
伺
う
。

　
ク
ラ
ウ
ド
型
サ
ー
ビ
ス

で
、
行
政
手
続
き
の
受
付
フ

ォ
ー
ム
や
申
し
込
み
予
約
、

ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、

職
員
は
パ
ー
ツ
を
選
ぶ
だ
け

で
簡
単
に
様
々
な
フ
ォ
ー
ム

を
作
成
で
き
る
。
学
童
ク
ラ

ブ
入
所
申
し
込
み
や
庁
内
ア

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

学
童
ク
ラ
ブ
と

ふ
っ
さ
っ
子
の
広
場
と
の

一
体
型
事
業
に
つ
い
て

地
図
情
報
管
理

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

空
き
家
住
宅
除
却

助
成
金
に
つ
い
て

図
書
自
動
貸
出
機
の

導
入
に
つ
い
て

行
政
手
続
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
導
入

に
つ
い
て

令
和
４
年
度
決
算
の

特
徴
点
に
つ
い
て

避
難
行
動
要
支
援
者

管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
維
持
管
理
の

一
元
化
に
つ
い
て

英
語
教
育
推
進
事
業

に
つ
い
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

ポ
イ
ン
ト
還
元

事
業
に
つ
い
て

▲令和４年度一般会計決算を起立多数で認定

令和４年度　会計別決算額
会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 残額（翌年度繰越額）

一 般 会 計 30,132,274,679 28,414,749,024 1,717,525,655

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 6,737,489,252 6,407,452,635 330,036,617

介護保険特別会計 5,006,672,958 4,817,044,763 189,628,195

後期高齢者医療特別会計 1,481,506,788 1,456,296,701 25,210,087

総 合 計 43,357,943,677 41,095,543,123 2,262,400,554

下水道事業会計
収入決算額 支出決算額

収 益 的 収 支 1,495,993,505 1,328,091,603

資 本 的 収 支 721,828,159 1,276,086,054

（単位：円）

（単位：円）
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町
及
び
青
梅
市
と
の
間
の

証
明
書
の
交
付
等
の
事
務

委
託
の
廃
止
に
つ
い
て

　
平
成
14
年
４
月
に
開
始
し

た
戸
籍
証
明
書
の
広
域
交
付

に
つ
い
て
、
使
用
し
て
い
る

通
信
回
線
が
令
和
６
年
１
月

に
サ
ー
ビ
ス
終
了
と
な
り
、

ま
た
、
改
正
戸
籍
法
に
よ
り
、

令
和
６
年
３
月
か
ら
全
国
の

市
区
町
村
窓
口
で
戸
籍
証
明

書
の
取
得
が
可
能
に
な
る
こ

と
か
ら
、
本
事
務
委
託
の
廃

止
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　
歳
入
で
は
、
普
通
交
付
税

及
び
前
年
度
繰
越
金
な
ど
の

増
額
、
歳
出
で
は
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
準
備
、

保
育
所
等
に
お
け
る
送
迎
バ

ス
等
安
全
対
策
支
援
補
助
金

の
増
額
や
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
費
用
助
成
事
業

の
実
施
な
ど
の
ほ
か
、
令
和

４
年
度
の
精
算
に
伴
う
国
庫

補
助
金
等
の
返
還
に
加
え
、

庁
舎
空
調
設
備
等
更
新
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
事
業
及
び
福
祉
セ
ン
タ

ー
指
定
管
理
事
業
に
お
け
る

債
務
負
担
行
為
を
設
定
す
る

た
め
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

19
億
７
５
７
万
３
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
３
０
７
億
９

８
５
０
万
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

　
令
和
４
年
度
の
決
算
に
伴

い
、
繰
越
金
、
保
険
給
付
費

等
交
付
金
の
精
算
等
の
実
施

の
た
め
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３
億
３
０
０
３
万
５
千
円

を
追
加
し
、
総
額
70
億
４
５

１
１
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
令
和
４
年
度
の
介
護
給
付

費
等
の
確
定
に
伴
い
、
介
護

保
険
料
、
国
庫
支
出
金
、
支

払
基
金
交
付
金
、
都
支
出
金

及
び
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
の
精
算
の
た
め
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
２
２
万

円
を
追
加
、
総
額
54
億
９
８

２
０
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
13
回
の
補
正
を
加
え
３
０

２
億
８
２
９
９
万
２
６
０
０

円
。
歳
入
決
算
は
３
０
１
億

３
２
２
７
万
４
６
７
９
円
、

前
年
度
比
１
・
１
％
の
増
。

歳
出
決
算
は
２
８
４
億
１
４

７
４
万
９
０
２
４
円
、
前
年

度
比
０
・
４
％
増
。
歳
入
歳

出
差
引
残
額
は
17
億
１
７
５

２
万
５
６
５
５
円
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
１
回
の
補
正
を
加
え
70
億

１
２
３
２
万
９
千
円
。
歳
入

決
算
は
67
億
３
７
４
８
万
９

２
５
２
円
、
前
年
度
比
０
・

４
％
の
増
。
歳
出
決
算
は
64

億
７
４
５
万
２
６
３
５
円
、

前
年
度
比
１
・
３
％
増
。
歳

入
歳
出
差
引
残
額
は
３
億
３

０
０
３
万
６
６
１
７
円
。

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て（
令
和

５
年
度
福
生
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
））

　

市
道
幹
線
Ⅱ

－

11
号
線

（
本
町
通
り
）
無
電
柱
化
整

備
事
業
に
お
け
る
工
事
に
つ

い
て
、
工
事
量
が
増
加
し
、

物
価
高
騰
等
に
よ
る
イ
ン
フ

レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
の
適
用
に

伴
う
変
更
と
併
せ
て
工
事
設

計
変
更
の
必
要
が
生
じ
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
８
２
万

３
千
円
を
追
加
、
総
額
を
２

８
８
億
９
０
９
２
万
７
千
円

と
定
め
る
も
の
で
、
市
長
が

専
決
処
分
し
た
も
の
。

●
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
森
林
環
境
税
の
賦
課

徴
収
の
方
法
等
に
関
す
る
規

定
、
扶
養
親
族
等
申
告
書
の

記
載
事
項
に
関
す
る
規
定
、

特
定
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
固

定
資
産
税
の
減
額
に
関
す
る

規
定
並
び
に
軽
自
動
車
税
の

環
境
性
能
割
及
び
種
別
割
の

賦
課
徴
収
の
特
例
に
関
す
る

規
定
を
整
備
す
る
た
め
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
下
水
道
使
用
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　
一
般
汚
水
の
う
ち
排
出
量

が
１
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
分
に
係
る
使
用
料
金
を

改
定
す
る
た
め
、
条
例
を
改

正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
と
羽
村
市
、
瑞
穂

可
決
等
さ
れ
た
案
件

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

（
要
旨
）

●
令
和
４
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
補
正
１
回
を
加
え
51
億
３

７
５
５
万
７
千
円
。
歳
入
決

算
は
50
億
６
６
７
万
２
９
５

８
円
、
前
年
度
比
３
・
３
％

の
増
。
歳
出
決
算
は
48
億
１

７
０
４
万
４
７
６
３
円
、
前

年
度
比
４
・
４
％
増
。
歳
入

歳
出
差
引
残
額
は
１
億
８
９

６
２
万
８
１
９
５
円
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

　
予
算
現
額
は
、
当
初
予
算

に
１
回
の
補
正
を
加
え
14
億

８
１
１
４
万
５
千
円
。
歳
入

決
算
は
14
億
８
１
５
０
万
６

７
８
８
円
、
前
年
度
比
13
・

５
％
の
増
。
歳
出
決
算
は
14

億
５
６
２
９
万
６
７
０
１
円
、

前
年
度
比
14
・
１
％
増
。
歳

入
歳
出
差
引
残
額
は
２
５
２

１
万
87
円
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

　
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の

収
入
決
算
は
14
億
９
５
９
９

万
４
千
円
で
前
年
度
比
12
・

０
％
減
、
支
出
決
算
は
13
億

２
８
０
９
万
２
千
円
で
前
年

度
比
０
・
７
％
減
。
資
本
的

収
入
及
び
支
出
の
収
入
決
算

は
７
億
２
１
８
２
万
８
千
円

で
前
年
度
比
36
・
２
％
増
。

支
出
決
算
は
12
億
７
６
０
８

万
６
千
円
で
前
年
度
比
15
・

２
％
増
。

●
市
道
幹
線
Ⅱ

－

11
号
線

（
本
町
通
り
）電
線
共
同
溝

設
置
工
事（
第
二
工
区
）請

議 案 番 号 議　案　名 正和会 公明党 日本共産党 生活者
ネットワーク 立憲民主党 日本維新の会 議決結果

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会

市　長　提　出　議　案
報告第４号 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度福生市一般会計補正予算（第４号）） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 承認
議案第47号 福生市税賦課徴収条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ 可決
議案第48号 福生市下水道使用料条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第49号 福生市と羽村市、瑞穂町及び青梅市との間の証明書の交付等の事務委託の廃止について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第50号 令和５年度福生市一般会計補正予算（第５号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第51号 令和５年度福生市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第52号 令和５年度福生市介護保険特別会計補正予算（第１号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第53号 令和４年度福生市一般会計決算認定について ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ 認定
議案第54号 令和４年度福生市国民健康保険特別会計決算認定について ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ 認定
議案第55号 令和４年度福生市介護保険特別会計決算認定について ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ 認定
議案第56号 令和４年度福生市後期高齢者医療特別会計決算認定について ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ 認定
議案第57号 令和４年度福生市下水道事業会計決算認定について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 認定
議案第58号 市道幹線Ⅱ－11号線（本町通り）電線共同溝設置工事（第二工区）請負契約の変更について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議案第59号 福生市福祉センターの指定管理者の指定について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第60号 福生市教育委員会委員の任命について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議案第61号 福生市固定資産評価審査委員会委員の選任について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議案第62号 福生市固定資産評価審査委員会委員の選任について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦に関する意見聴取について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 異議ない

旨を答申

議案の審議結果 （〇賛成　×反対） 録画映像をご覧いただけます

　
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項

の
適
用
に
伴
う
契
約
金
額
及

び
工
事
内
容
の
変
更
に
伴
う

契
約
金
額
を
変
更
す
る
た
め
、

議
会
の
同
意
を
得
る
も
の
。

●
福
生
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　
指
定
期
間
終
了
後
も
引
き

続
き
指
定
管
理
者
に
指
定
す

る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

●
福
生
市
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

　
渡
辺
浩
行
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
新
た
に
髙
橋
典

久
氏
を
教
育
委
員
会
委
員
と

し
て
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

す
る
も
の
。

●
福
生
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き

続
き
加
藤
眞
司
氏
を
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と

し
て
再
任
す
る
こ
と
に
同
意

す
る
も
の
。

●
福
生
市
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き

続
き
野
島
憲
一
氏
を
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と

し
て
再
任
す
る
こ
と
に
同
意

す
る
も
の
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
関
す
る
意
見
聴
取

に
つ
い
て

　
任
期
満
了
と
な
る
石
川
好

男
氏
を
、
引
き
続
き
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
法
務
大
臣
に

推
薦
す
る
こ
と
に
異
議
な
い

旨
を
答
申
す
る
も
の
。
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た
、
陳
情
４
件
は
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

●
福
生
市
と
羽
村
市
、
瑞
穂

町
及
び
青
梅
市
と
の
間
の
証

明
書
の
交
付
等
の
事
務
委
託

の
廃
止
に
つ
い
て

　
本
籍
地
以
外
の
全
国
市

町
村
の
窓
口
で
戸
籍
証
明
書

の
取
得
が
可
能
に
な
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
や
こ

れ
ま
で
の
実
績
、
ま
た
、
令

和
６
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で

の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き

な
い
期
間
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

　

令
和
６
年
３
月
か
ら
、

国
の
戸
籍
情
報
連
携
シ
ス
テ

ム
を
通
じ
、
全
国
各
自
治
体

の
窓
口
に
お
い
て
、
本
籍
地

を
問
わ
ず
に
証
明
書
が
発
行

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
福
生

市
に
お
い
て
他
の
３
自
治
体

の
戸
籍
証
明
書
を
交
付
し
た

件
数
は
１
８
６
件
、
他
の
３

自
治
体
に
お
い
て
福
生
市
の

戸
籍
証
明
書
を
交
付
し
た
件

数
は
２
７
０
件
で
あ
っ
た
。

３
か
月
程
度
の
間
、
利
用
が

で
き
な
く
な
る
た
め
、
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

す
る
ほ
か
、
３
市
１
町
に
本

籍
の
あ
る
方
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

各
市
町
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
戸
籍
証

明
書
の
取
得
が
可
能
で
あ
る

こ
と
等
、
利
用
に
つ
い
て
周

知
に
努
め
て
い
く
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

　

保
育
所
や
幼
稚
園
へ
の

補
助
金
に
対
す
る
補
正
予
算

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

決
算
認
定
に
つ
い
て

　
下
水
道
使
用
料
に
お
け

る
横
田
基
地
水
の
占
め
る
割

合
と
増
減
、
マ
ン
ホ
ー
ル
カ

ー
ド
配
布
事
業
に
つ
い
て
伺

う
。

　
基
地
水
が
占
め
る
割
合

は
、
使
用
料
全
体
の
52
・
５

％
を
占
め
た
。
マ
ン
ホ
ー
ル

カ
ー
ド
は
、
令
和
５
年
１
月

28
日
か
ら
合
計
３
５
５
９
枚

を
市
内
約
３
０
０
名
、
都
外

約
１
６
０
０
名
、
外
国
の
方

３
名
等
へ
配
布
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
困
っ
て
い
る

市
民
や
事
業
者
に
対
す
る
取

り
組
み
を
伺
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少

し
て
い
る
市
民
や
事
業
者
に

対
し
、
下
水
道
料
金
の
支
払

い
の
猶
予
を
３
件
、
１
万
５

２
３
４
円
行
っ
た
。

　
９
月
20
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
８
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

及
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

　
９
月
19
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

及
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
下
水
道
使
用
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
下
水
道
使
用
料
の
値
上

げ
額
の
算
出
根
拠
と
影
響
額

を
伺
う
。

　
収
支
計
画
で
、
10
年
後

の
現
金
収
支
が
プ
ラ
ス
と
な

る
よ
う
、
排
出
量
１
万
㎥
を

超
え
る
分
の
１
㎥
当
た
り
の

使
用
料
の
値
上
げ
幅
を
55
円

と
し
て
算
出
し
、
４
３
５
円

と
し
た
。
影
響
額
は
約
５
０

０
０
万
円
と
な
る
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分
）

　

自
転
車
駐
車
場
へ
の
自

動
精
算
機
等
の
導
入
に
お
け

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
や

駐
車
場
内
の
ラ
ッ
ク
の
配
置

の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　

自
動
精
算
機
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
対
応
の
機
器
を
導

入
し
、
駐
車
場
内
で
の
配
置

や
台
数
に
つ
い
て
は
利
便
性

の
向
上
を
検
討
す
る
。

　

福
生
ほ
た
る
祭
が
中
止

と
な
っ
た
理
由
を
伺
う
。

　

福
生
ほ
た
る
祭
実
行
委

員
会
の
体
制
が
整
わ
ず
中
止

と
な
っ
た
。

●
福
生
市
下
水
道
事
業
会
計

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

陳
　
情

陳
　
情

　

結
論
の
付
い
た
陳
情
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
不
採
択

○
シ
ニ
ア
お
買
物
券
配
布
事
業
の

撤
回
を
求
め
る
陳
情
書（
５
‐
６

号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

高
齢
者
の
生
活
実
態
を
鑑
み
、

本
事
業
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
現
役
世
代
へ
の
一

律
の
支
援
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
議
員
報
酬
１
割
削
減
を
求
め
る

陳
情
書（
５
‐
７
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

福
生
市
の
議
員
報
酬
は
東
京
26

市
中
下
か
ら
４
番
目
で
あ
り
、
平

成
７
年
４
月
１
日
よ
り
変
わ
っ
て

お
ら
ず
、
そ
の
間
の
物
価
上
昇
率

約
９・５
％
を
考
慮
す
る
と
議
員
報

酬
額
削
減
が
必
要
で
あ
る
と
は
考

え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い

難
い
。

○
第
８
期
介
護
保
険
事
業
最
終
年

度
末
に
お
け
る
介
護
保
険
給
付
準

備
金
保
有
額
の
第
９
期
介
護
保
険

事
業
計
画
へ
の
繰
り
入
れ
を
求
め

る
陳
情
書（
５
‐
８
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
に
つ
い

て
は
、
国
が
示
す
基
本
的
な
考
え

方
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
も
、
積

立
て
や
取
崩
し
に
つ
い
て
は
、
中

長
期
的
な
視
点
で
慎
重
に
判
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

意
に
沿
い
難
い
。

○「
改
正
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
を
見
直

し
、
健
康
保
険
証
の
存
続
を
働
き

か
け
る
意
見
書
」を
政
府
に
送
付
す

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書（
５
‐
９

号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、

国
民
の
利
便
性
の
向
上
、
行
政
の

効
率
化
及
び
公
平
公
正
な
社
会
を

実
現
す
る
も
の
と
し
て
取
組
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
効
率
的
な

医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
け
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く

た
め
に
は
、
粘
り
強
く
推
し
進
め

る
べ
き
政
策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

意
に
沿
い
難
い
。

○「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

２
０
２
３
年
10
月
か
ら
の
実
施
に

つ
い
て
再
考
を
求
め
る
意
見
書
」を

政
府
に
送
付
す
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情
書（
５
‐
10
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
複
数
税

率
の
消
費
税
額
を
正
確
に
把
握
し
、

不
正
等
の
防
止
に
よ
り
、
消
費
税

の
正
確
な
課
税
を
目
的
と
す
る
も

の
で
、
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
事

業
者
へ
の
負
担
軽
減
も
含
ま
れ
て

お
り
、
完
全
移
行
す
る
ま
で
経
過

措
置
等
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る

陳
情
書（
５
‐
11
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
対
応
に
つ
い
て
は
、
国
の
総

点
検
が
行
わ
れ
、
改
善
に
向
け
て

進
捗
し
て
お
り
、
よ
り
効
果
的
な

医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
け
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く

た
め
に
は
、
健
康
保
険
証
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一
本
化
は
、

粘
り
強
く
進
め
る
べ
き
政
策
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

○
指
定
管
理
者
関
係
条
例
の
違
法

条
項
の
改
正
を
求
め
る
陳
情
書（
５

‐
12
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　

違
法
と
し
て
い
る
一
定
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
陳
情
者
個
人
の
解

釈
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
に
よ
る
課
題
に
つ
い
て
も
、

非
常
に
不
明
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

意
に
沿
い
難
い
。

▶︎
福
生
七
夕
ま
つ
り
を
由
来
と

し
た
デ
ザ
イ
ン
の
マ
ン
ホ
ー
ル

カ
ー
ド（
配
布
終
了
）

●
令
和
４
年
度
福
生
市
一
般
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

■
反
対

　

行
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
市
の
財

政
力
を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で

あ
っ
た
こ
と
。
今
も
市
民
に
活
用
さ

れ
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

公
共
施
設
を
20
％
も
削
減
し
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
。
市
の
重
要
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
、
特
に
、
子
ど
も
と

そ
の
親
世
代
の
減
少
に
対
し
て
効
果

的
な
施
策
が
な
か
っ
た
こ
と
。
市
民

生
活
を
支
え
、
地
域
振
興
に
も
重
要

な
貢
献
を
す
る
地
域
公
共
交
通
の
整

備
が
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
。
横

田
基
地
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
高

度
計
や
航
跡
図
計
の
設
置
、
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
汚
染
に
関
す
る
調
査
、
横
田
基
地

返
還
後
の
跡
地
利
用
構
想
が
な
い
こ

と
等
か
ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

■
賛
成

　

令
和
４
年
度
決
算
は
、
必
要
か
つ

効
果
的
な
事
業
を
限
ら
れ
た
財
源
を

有
効
に
活
用
し
、
健
全
な
財
政
運
営

に
向
け
た
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
見
て
取
れ
た
。
高
校
生
等

医
療
費
助
成
事
業
等
多
岐
に
わ
た
る

新
規
事
業
を
実
施
し
、
財
源
に
つ
い

て
は
、
積
極
的
に
国
や
東
京
都
の
支

出
金
等
を
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

確
認
で
き
た
。

　

施
政
方
針
、
教
育
方
針
に
基
づ
き
、

外
部
識
者
か
ら
も
評
価
の
高
い
必
要

な
諸
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
全
般

的
に
当
初
の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
決

算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
流
行
や
、
原
油
高
、
資
源

価
格
の
高
騰
、
食
料
品
等
生
活
物
資

の
物
価
高
騰
の
対
応
に
対
し
、ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
予
算
執
行
さ
れ
た
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
進
め
、
多
文
化
共
生

の
分
野
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け

る
や
さ
し
い
日
本
語
へ
の
翻
訳
機
能

の
本
格
実
施
、
広
報
紙
の
多
言
語
翻

訳
機
能
を
試
行
導
入
す
る
な
ど
多
く

の
改
善
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
東

福
生
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
も
動

き
始
め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
拡
充
に
よ
る
高
齢
者
見
守
り
相
談

事
業
の
充
実
・
強
化
等
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
力
強
く
推
進
し

た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
こ
と
か
ら
、

本
決
算
に
賛
成
す
る
。

■
賛
成

　

新
た
に
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

課
を
設
置
し
公
共
施
設
の
老
朽
化
へ

の
対
応
を
強
化
し
た
こ
と
、
福
生
駅

西
口
地
区
公
共
施
設
整
備
推
進
事

務
で
は
年
度
内
の
減
額
補
正
を
踏
ま

え
、
決
算
に
お
い
て
は
適
切
な
支
出

で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
市
の

組
織
と
事
務
分
掌
の
見
直
し
を
行
い
、

効
果
的
な
事
務
を
執
り
行
っ
た
こ
と

を
評
価
す
る
。

　

教
育
行
政
で
は
、
中
央
図
書
館

改
良
事
業
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
、
図

書
館
の
自
動
貸
出
機
導
入
に
よ
り
市

民
の
利
便
性
向
上
が
図
ら
れ
た
こ
と
、

不
登
校
対
策
事
業
で
は
「
居
場
所
づ

く
り
」「
絆
づ
く
り
」
の
観
点
か
ら
の

教
育
活
動
の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
の

効
果
を
評
価
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
次
の
議
案
等
に
対
し
て

も
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
福
生
市
介
護
保
険
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
４
年
度
福
生
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
議
員
報
酬
１
割
削
減
を
求
め
る
陳

情
書

●
「
改
正
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
を
見
直

し
、
健
康
保
険
証
の
存
続
を
働
き
か

け
る
意
見
書
」
を
政
府
に
送
付
す
る

こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

●「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
２
０ 

２
３
年
10
月
か
ら
の
実
施
に
つ
い
て

再
考
を
求
め
る
意
見
書
」
を
政
府
に

送
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

討　
論

討　
論
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編

集

後

記

今
年
の
夏
は
、
猛
暑
日
も

７
、
８
月
で
23
日
と
な
り
、

と
て
も
暑
か
っ
た
で
す
ね
。

気
象
庁
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

７
月
の
最
高
気
温
平
均
は
33�

・
９
度
、
８
月
で
は
34
・
３

度
で
両
月
と
も
１
８
７
５
年

の
観
測
開
始
以
来
、
第
一
位

の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
少
し
秋
め
い
て
き

た
と
こ
ろ
で
今
定
例
会
は
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
４
年

度
福
生
市
一
般
会
計
決
算
審

査
特
別
委
員
会
で
は
コ
ロ
ナ

禍
前
と
同
様
に
４
日
間
に
わ

た
り
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

決
算
全
般
及
び
各
事
業
に

つ
い
て
の
活
発
な
質
疑
が
行

わ
れ
、
決
算
を
受
け
今
後
の

事
業
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し

繋
げ
て
い
く
か
と
い
っ
た
質

疑
も
あ
り
、
充
実
し
た
審
査

が
行
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
９
月
に
は
、
福
生
市
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
が
３
年
連

続
で
販
売
さ
れ
、
ま
た
福
生

市
シ
ニ
ア
お
買
物
券
も
市
内

在
住
の
65
歳
以
上
の
方
に
配

布
さ
れ
ま
し
た
。
利
用
期
間

は
、
令
和
６
年
１
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
お
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
高
騰
・
食
料
品
等
の
物

価
高
騰
に
対
す
る
対
策
と
共

に
、
地
元
の
消
費
喚
起
を
促

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

９
月
30
日
に
は
福
生
第
一

小
学
校
の
創
立
１
５
０
周
年

記
念
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
紡
い
で
こ
ら

れ
た
伝
統
を
感
じ
、
今
後
、

福
生
市
が
よ
り
一
層
明
る
い

未
来
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

終
わ
り
ま
す
。

　
９
月
22
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
２
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

　

８
月
11
日
の「
横
田
基
地

所
属
の
Ｕ
Ｈ
―
１
Ｎ（
１
機
）

の
調
布
飛
行
場
へ
の
ダ
イ
バ

ー
ト
に
つ
い
て
北
関
東
防
衛

局
か
ら「
今
回
の
予
防
着
陸

は
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
内
警
告

灯
表
示
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

午
後
２
時
40
分
頃
、
問
題
な

く
、
安
全
に
横
田
基
地
へ
着

陸
し
た
」と
の
情
報
提
供
を

受
け
、
東
京
都
と
周
辺
市
町

連
絡
協
議
会
か
ら
国
及
び
米

軍
に
対
し
再
発
防
止
や
安
全

確
保
の
徹
底
等
を
要
請
し
た
。

２　
国
有
提
供
施
設
等
所
在

市
町
村
助
成
交
付
金
等
に
関

す
る
要
望
に
つ
い
て

　
総
務
省
に
対
し
て
①
交
付

金
の
増
額
②
対
象
資
産
の
範

囲
の
拡
大
・
拡
充
③
対
象
資

産
の
早
期
提
供
合
意
④
調
整

交
付
金
の
対
象
資
産
の
明
確

化
を
要
望
し
た
。

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

活
動
か
ら

活
動
か
ら

横
田
基
地
対
策

�

特
別
委
員
会▲8月に行った要請行動（北関東防衛局にて）

２
８
７
５
万
８
５
２
６
円
と

見
込
ん
で
い
る
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

　
後
発
医
薬
品
利
用
差
額

通
知
事
務（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
）に
つ
い
て
、
通
知

の
発
送
件
数
及
び
事
業
効
果

を
伺
う
。

　
令
和
４
年
度
は
、
10
回

通
知
を
発
送
し
、
対
象
者
は

２
２
６
７
名
、
削
減
効
果
額

は
、
３
９
１
万
３
５
９
９
円

で
あ
っ
た
。
今
後
も
使
用
率

が
上
が
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

収
納
事
務
で
は
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
可
能
と

な
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
効

果
に
つ
い
て
伺
う
。

　

令
和
４
年
10
月
か
ら
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し

た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
及
び

電
子
マ
ネ
ー
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
利
用
を
開

始
し
た
。
令
和
４
年
度
の
納

付
実
績
は
、
９
７
５
件
、
収

納
額
は
２
０
９
０
万
３
５
０

０
円
で
あ
っ
た
。
納
税
者
の

納
付
方
法
が
拡
大
し
た
こ
と

で
、
利
便
性
が
向
上
し
た
と

考
え
て
い
る
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
認

定
審
査
会
開
催
の
た
め
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
を
購
入
し
、

環
境
整
備
を
図
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
、
内
容
に
つ
い
て
伺

う
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
25
台
、

ス
ピ
ー
カ
ー
１
台
の
購
入
等

を
行
っ
た
。
令
和
５
年
度
か

ら
、
速
や
か
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
使
用
し
た
審
査
会
を

実
施
で
き
る
と
と
も
に
、
年

間
約
３
万
枚
の
印
刷
用
紙
の

削
減
が
図
れ
る
と
考
え
て
い

る
。

●
令
和
４
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

　

葬
祭
費
の
内
訳
に
つ
い

て
伺
う
。

　
１
件
当
た
り
の
支
給
額

は
５
万
円
、
令
和
４
年
度
は

４
６
２
件
の
申
請
が
あ
り
、

２
３
１
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

●
福
生
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
の
指
定
に
つ
い
て

　
質
疑
な
し
。

　
９
月
21
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
２
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情

３
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

●
福
生
市
賦
課
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
条
例
改
正
に
よ
り
森
林

環
境
税
が
賦
課
徴
収
さ
れ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
税
収
は
ど

の
よ
う
に
な
る
か
伺
う
。

　

令
和
４
年
度
決
算
の
数

字
を
使
用
し
て
森
林
環
境
税

の
試
算
を
し
た
と
こ
ろ
、
約

１
５
０
０
万
円
の
歳
入
予
算

　

送
迎
バ
ス
等
に
お
け
る

園
児
の
見
落
と
し
を
防
止
す

る
た
め
の
安
全
装
置
を
設
置

す
る
費
用
を
補
助
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
今
回
、
こ
の
補

助
金
が
熱
中
症
対
策
に
も
活

用
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
の
対
象
と
し
て
は
、

遊
具
の
修
繕
、
施
設
か
ら
の

飛
び
出
し
防
止
対
策
、
睡
眠

中
の
事
故
防
止
対
策
な
ど
の

機
器
の
購
入
、
ま
た
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
子
ど
も
の
見

守
り
機
器
の
購
入
な
ど
、
幅

広
く
安
全
対
策
や
事
故
防
止

対
策
に
係
る
費
用
を
補
助
す

る
も
の
で
あ
る
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

　
都
支
出
金
精
算
返
還
金

及
び
国
庫
支
出
金
精
算
返
還

金
の
内
訳
に
つ
い
て
伺
う
。

　

国
へ
の
返
還
金
は
、
災

害
臨
時
特
例
補
助
金
分
６
０

０
０
円
。
都
へ
の
返
還
金
は
、

医
療
費
の
普
通
交
付
金
分
ほ

か
実
績
が
確
定
し
た
た
め
の

差
額
分
と
し
て
７
１
３
８
万

５
０
０
０
円
で
あ
る
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

補
正
額
９
８
６
２
万
円

を
介
護
給
付
費
準
備
基
金
へ

積
み
立
て
る
と
の
こ
と
だ
が
、

積
み
立
て
後
の
基
金
の
総
額

を
伺
う
。

　
令
和
４
年
度
末
決
算
剰

余
金
及
び
定
期
預
金
利
息
分

の
積
み
立
て
、
さ
ら
に
１
億

円
の
取
り
崩
し
を
予
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年

度
末
の
基
金
残
高
は
、
９
億

▶︎
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

案
内
チ
ラ
シ

総
務
文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

一般質問

次回定例会【令和5年第4回】のお知らせ（予定）
～ぜひ、傍聴にお越しください～

日 月 火 水 木 金 土
12/3 4 5 6 7 8 9

本会議
午前10時開会

10 11 12 13 14 15 16

常任委員会
午前10時開会

17 18 19 20 21 22 23

議会運営

委員会
午前10時開会

本会議
午前10時開会

会期：令和５年12月５日～ 12月22日
※会期中に特別委員会が開催される予定です。※日程は変更になることがあります。

一般質問 一般質問 一般質問

福生消防署の新庁舎落成式が８月28日に行われ、８月31日に福生市議会
で庁舎内や屋上など、機能的な施設、設備等を視察しました。

福生消防署の新庁舎を視察しました福生消防署の新庁舎を視察しました

の
減
が
見
込
ま
れ
る
。

●
令
和
５
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

　

庁
舎
改
修
工
事
、
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
と
は
、

設
備
を
高
効
率
の
機
器
に
更

新
す
る
こ
と
に
よ
る
光
熱
水

費
の
削
減
額
で
改
修
費
等
を

賄
う
環
境
配
慮
型
の
官
民
連

携
の
手
法
で
あ
る
。
庁
舎
は

建
設
後
15
年
以
上
が
経
過
し
、

空
調
設
備
更
新
の
時
期
と
な

っ
て
お
り
、
当
初
防
衛
省
の

補
助
金
活
用
を
検
討
し
て
い

た
が
、
音
響
測
定
の
結
果
不

採
択
と
な
っ
た
た
め
、
環
境

配
慮
の
観
点
か
ら
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
検
討

し
、
導
入
し
た
。

　
定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
７
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

▶︎
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
の
イ
メ
ー
ジ

光
熱
水
費

光
熱
水
費

削
減
分

実施前 実施後

削減分でＥＳＣＯサービス料
を支払うため、新たな負担が
発生しない。

【ESCOサービス料の内訳】
　・設備の設計、施工
　・設備の運転、維持管理
　・金利、経費


